
ウィンウィンの政策
いまこそ歳入庁の設置が必要です。かねてから私が主張して

きた歳入庁が生まれる条件が整いつつあります。徴収漏れの膨
大な保険料をなくし、保険料を収める事業者の手間を省くこと
ができる歳入庁は、菅新政権が謳う行政のデジタル化と相性抜
群です。一気にデジタル歳入庁を設置し、国民の利便性、なか
でも法人の給与処理の簡素化などを進め、企業の負担を軽減し
てゆくべきです。コロナ禍からの復興
を模索する日本経済にも追い風となり、
国は膨大な社会保険料の徴収漏れを防
ぐことができる。こんなウィンウィン
の政策はないでしょう。

全法人に社会保険加入義務
基本的な話ですが、すべての法人は

社会保険に加入する義務を負っていま
す。一方、私が国会で指摘するまで、
昔の社会保険庁、今の日本年金機構は
どこに法人が所在するかその基礎デー
タを持っていませんでした。国税庁は、
法人が設立されると法務局より法人設立の情報をもらって決算
期に法人税の納付を求めると共に、支払った給与の源泉徴収を
求めます。法人も税務署はやはり怖いのできっちり申告します
し、特に源泉徴収は法人としては、支払った給与の中から引き
落とすのでお財布が痛む訳ではなく、しっかり納付されます。

私の指摘により国税と日本年金機構が情報共有
日本年金機構はどこに法人があるか分からなかったので、新

規設立の法人に対しては社会保険の加入を求め、その支払を求
める行為をしてきませんでした。企業の側も社会保険料の支払
いには、給与から天引きする額と同額の社会保険料を負担しな
くてはいけないので、給与から源泉徴収される所得税と比較し
て、社会保険加入を忌避する傾向がはるかに強かったのです。
結果として、膨大な法人による社会保険の未加入が発生し、徴
収漏れ金額は膨大になっていたのです。私が国会で指摘したこ
とで国税庁と日本年金機構はようやく法人情報を共有するよう

になり、加入漏れは幾分減少したと思
われます。しかし、徴収漏れはまだ深
刻な大きさです。

五以上の役所に提出する
書類の一元化
源泉徴収した所得税・住民税や社会
保険料を各窓口に納付する法人や事業
所の担当者は似た様な書類を5つ以上
の役所に提出し、お金を収めなければ
なりません。具体的には、税務署、市
役所、日本年金機構、労働基準監督署、
ハローワークです。税金であれ公的保

険料であれ、それを徴収するという行為を行う役所を統一すれ
ば、納付する側が一つの書類を一つの窓口に電子で行うだけで
良くなります。そしてその結果、10兆円にも迫る保険料の徴収
漏れが電子的にチェック出来るようになります。これこそ最大
の行政改革でしょう。これが私がデジタル歳入庁設置を急ぐ理
由です。

前衆議院議員　浅尾 慶一郎

デジタル行政に最も相応しい歳入庁今月の提言
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誰にでも何度でもチャンスのある社会を。
あさおの思いはコチラから。

再起！
ここから一緒に。

神奈川県第４区（横浜市栄区・鎌倉市・逗子市・葉山町）
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▢ 特別賛助会員

▢「再起！ここから一緒に」ポスターの掲示希望
 ＊ご自宅の壁・フェンス等に掲示可能な方はお知らせください

ご 住 所

電 話 携帯電話

E-mail

浅尾慶一郎の活動、YouTubeでも
ご紹介しています。
今月からは小学生の素朴な質問に答
える「あさお先生に聞いてみよう」の
コーナーが始まっています。最初の質
問は「アメリカと中国はどうして仲が
悪いの？」なかなかの難問です。
また今までの各界の著名な方々との
対談も多数あります。
是非、ご覧ください。

浅尾）私も理事の一人として
鎌倉能舞台の活動に関わっ
ていますが、コロナ禍でな
かなか大変ですね。
中森）緊急事態宣言中の公演
は全て中止、法人としての
鎌倉能舞台の収入は前年比
マイナス99％でした。公
演をするとしても入場者数
は半分ですので未だ大変で
す。ただ、この会場で隣同
士の間隔を開けるように模
様替えしましたし、客席の

後ろも全面換気できますので安心して来ていただけ
る環境にしました。
浅尾） そのような中、地元アーティストのイベントを
開催しましたね。
中森） 地元で困っている多くのアーティストの皆さん
に声掛けをして、オンラインイベント「まちnoh舞
台芸術祭」を8月下旬に開催しました。色んな方々
に鎌倉能舞台を知ってもらい、使ってもらう機会に

なったとも思い
ます。
浅尾） そして9月
には「鎌倉こど
も能 発表会」を
されました。
中森） 3月に実施する予定が中止となりましたが、何
とかやらせてあげたいと夏休み中に稽古、9月22日
に開催できました。こども能もやるからにはきちん
としたものをと、衣装も本物、囃子方も本職が来て
やります。これだけのものをやっているのは全国的
にも、ここだけだと思います。
浅尾） 今後をどう考えていますか。
中森） 今、有料動画配信をスタートさせようと準備し
ています。字幕、英語解説も入れて世界中の皆さん

に楽しんでもらえ
るものにします。
浅尾）それは楽しみ
です、今後も応援
しています。

鎌倉能舞台 主宰　中森 貫太さん今月の対談

コロナ感染下の緊急事態宣言で全く活動できない中でも活発に活動する
中森貫太さんにお話を伺いました。

コロナ禍から伝統芸能を守る

コロナ感染 現在の状況
　9月末日現在の神奈川四区の現在
のコロナ感染状況をお伝えします。
浅尾事務所では感染状況を注意して
みています。

市町村 累　　積
感染者数

1万人
あたり

横浜市栄区 56人 4.7人
鎌倉市 117人 6.8人
逗子市 45人 7.6人
葉山町 10人 3.0人
神奈川県 6,819人 7.5人

「あさおチャンネル」のご紹介

「あさお慶一郎
 チャンネル」

QRコード▶
浅尾慶一郎 検索

JP

「あさお慶一郎君を応援する会」では浅尾慶一郎の政治活動を支援する一助として
「特別賛助会員」（5,000円/年）の募集を行っております。ご入会された方には、
大船「ちいりんご」の店主 まつもとちえこさんがデザインを手掛けた、今年の干支
である子（ねずみ）の「オリジナルピンバッジ」をお送りさせていただきます。

特別賛助会員募集・
各種イベント申込

各種入会・詳細に関しましては、「浅尾慶一郎事務所」ホームページ「http://asao.net/asaokai/」又は TEL. 0467-47-5682 までご連絡ください。


